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【歳入】 【収入】

市税 277億147万円 … 給料（基本給） 15万円

地方交付税・各種交付金な
ど

270億4,034万円 … 給料（諸手当） 14万6千円

使用料・手数料・寄附金 16億3,202万円 … アルバイト収入 9千円

国・県支出金 237億3,459万円 … ボーナス 12万9千円

市債（臨時財政対策債を除
く）

168億680万円 … ローンの借入れ 9万1千円

基金繰入金 49億6,235万円 … 預金の取り崩し 2万7千円

財産収入・諸収入など 51億8,119万円 … 不動産収入など 2万8千円

繰越金 14億8,086万円 … 前月の残り 8千円

合計 1,085億3,962万円 合計 58万8千円

【歳出】 【支出】

人件費・物件費 305億2,818万円 …
食費・教育費・公共料金・
生活用品費など

16万5千円

扶助費 221億2,162万円 … 医療費・養育費 12万円

公債費 102億7,906万円 … ローンの返済 5万6千円

繰出金 73億3,057万円 … 子どもへの仕送り 4万円

補助費等 88億2,158万円 … 交際費など 4万8千円

維持補修費・普通建設事業
費・災害復旧費

258億9,612万円 … 家の増改築、家電購入など 14万円

投資及び出資金・貸付金 9億8,905万円 … 投資 5千円

積立金 12億7,354万円 … 預金 7千円

合計 1,072億3,972万円 合計 58万1千円

山口市決算
やまぐち家の
毎月の収支

※1か月分の金額は令和6年度普通会計決算額を市の人口(18万4,585人/令和7年3月31日現在)で割って算出し、
　千円単位で四捨五入。

 

（やまぐち家の家族構成）  
お父さん  
お母さん  
２人の子ども 
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給料（基本給）

15万円

25.5%

給料（諸手当）

14万6千円

24.8%

アルバイト

収入 9千円

1.5%

ボーナス 12万9千円

21.9%

ローンの借入れ

9万1千円

15.5%

預金の取り崩し

2万7千円

4.6%

不動産収入など

2万8千円

4.8%

前月の残り

8千円

1.4%

やまぐち家の

毎月の収入

58万8千円
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山口市決算 やまぐち家

2,319億円 1,508万円

134億円 　 87万円

　資産
　（有形固定資産）

　貯金
　（基金残高）

山口市決算 やまぐち家

1,169億円 760万円

実質的な残高 　456億円 　296万円

　201億円 　131万円

　借入残高（市債残高）

　将来にわたる債務
　（債務負担行為）
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基　金　区　分

令和5年度
末残高

令和6年度
末残高

前年度からの
増減

　　財政調整基金 29億4,096万円 30億2,049万円 ＋7,953万円

　　減債基金 39億5,283万円 25億3,841万円 ▲14億1,442万円

　　地域振興基金 10億5,606万円 5億7,923万円 ▲4億7,683万円

　　職員退職手当基金 17億1,702万円 17億1,897万円 ＋195万円

　　庁舎建設基金 42億8,503万円 30億7,073万円 ▲12億1,430万円

　　こども基金 9億　526万円 9億　562万円 ＋36万円

　　合併特例基金 9億3,680万円 7億1,773万円 ▲2億1,907万円

　　その他の基金(長寿社会対策基金など) 8億3,543万円 8億2,947万円 ▲596万円

合　計 166億2,939万円 133億8,065万円 ▲32億4,874万円
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市　債　残　高 ・・・

実質的な負担額 ・・・

1,168億8,195万円

455億5,297万円

1,015億3,575万円 

460億3,609万円 

平成17年度末 令和6年度末
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実
質
赤
字
比
率

財政規模に対する一般会計等の赤字の割合です。

山口市の一般会計等は、一般会計のほか、地域下水道特別会計、

特別林野特別会計の合計です。

この比率が大きいほど財政運営は厳しい状態です。

－ 赤字額は
ありません。

連
結
実
質
赤
字
比

財政規模に対する全会計の赤字の割合です。

全会計とは、一般会計等や水道事業、下水道事業など全事業の

合計です。

この比率が大きいほど財政運営は厳しい状態です。
－ 赤字額は

ありません。

実
質
公
債
費
比
率

財政規模に対する1年間で支払った借入金返済額などの割合で、

３か年の平均で比率を算出します。

この比率が大きいほど資金繰りが厳しい状態です。

早期健全化基準 25.0%

財政再生基準 35.0%

6.3%

将
来
負
担
比
率

財政規模に対する将来市が支払う借入金返済額などの

割合です。

この比率が大きいほど将来の市の財政を圧迫することが

見込まれます。

早期健全化基準 350.0%

89.3%

資
金
不
足
比
率

事業収入を基に、独立採算を原則として経営する※公営企業に

ついて、資金不足額と収益とを比較して指標化したものです。 経営健全化基準 20.00%

－ 資金不足は
ありません。

健全化判断比率

資金不足比率

9.9% 8.9% 7.2% 5.7% 4.8% 4.4% 4.7% 5.1% 5.4% 5.6% 5.8% 6.1% 6.3%

66.0%

48.0%47.1%

36.1%

26.8%
22.5%23.5%

37.4%

56.0%60.7%62.2%

72.1%

89.3%

0%

20%

40%
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80%

100%

将来負担比率

実質公債費比率

山口市の状況は？
⇒ 収支決算は黒字（約７億円）です。

山口市の状況は？
⇒ 収支決算は黒字（約５９億円）です。

早期健全化基準 16.26%

財政再生基準 30.00%

山口市の状況は？
⇒ 比率の数値は良好です。

早期健全化基準 11.26%

財政再生基準 20.00%

山口市の状況は？
⇒ 比率の数値は良好です。

山口市の状況は？
⇒ 資金不足はありません。

※公営企業･･･水道事業、公共下水道事業、農業集落排水事業、

漁業集落排水事業、簡易水道事業、国民宿舎事業、

鋳銭司第二団地整備事業をいいます。
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令和6年度
（実績）

令和9年度
（目標）

 経常収支比率 97.4% ９8％未満

 実質公債費比率
 （3か年平均）

6.3% 8％未満

 将来負担比率 89.3% １6０％未満

 基金残高
 （年度末残高）

133億円 80億円以上

令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

　歳入 945億円 927億円 908億円 876億円 874億円

　歳出 945億円 962億円 945億円 907億円 908億円

　収支 0円 ▲35億円 ▲37億円 ▲31億円 ▲34億円

 



 

8

令和２年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

 歳入決算額 ① 1,122億3,450万円 952億3,340万円 912億　222万円 962億　460万円 1,085億3,961万円

 歳出決算額 ② 1,109億1,871万円 937億　662万円 899億3,770万円 943億7,374万円 1,072億3,973万円

 形式収支
③

(①-②)
13億1,579万円 15億2,678万円 12億6,452万円 18億3,086万円 12億9,988万円

 翌年度繰越財源 ④ 5億2,867万円 8億　652万円 4億3,735万円 11億4,793万円 5億6,839万円

 実質収支 ③-④ 7億8,712万円 7億2,026万円 8億2,717万円 6億8,293万円 7億3,149万円



 

9

 



 

10



 

11

 



 

12

。 



 

13

。 



 

14

 

 

 
 

 

 



 

15

 

 

 



 

16

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

17

 

 

  

  

 



 

18

  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

19

  



 

20

 



 

21



 

22


